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2005年度～2009年度に実施された「金属ガラス・無機材

料接合技術開発拠点」プロジェクトは，東北大学金属材料研

究所，東京工業大学応用セラミックス研究所および大阪大学

接合科学研究所の 3 大学 3 研究所が，それぞれの特徴を生

かして共通の課題に取り組んだ画期的なプロジェクトであっ

た．

現在，上記 3 大学連携プロジェクトの研究成果をベース

として，さらに名古屋大学エコトピア科学研究所，東京医科

歯科大学生体材料工学研究所，早稲田大学ナノ理工学研究機

構の 3 大学 3 研究所・機構を加えた「特異構造金属・無機

融合高機能材料開発共同研究プロジェクト」が2010年度～

2015年度の予定で遂行されている．(以下，6 大学連携プロ

ジェクトと略称)

本 6 大学連携プロジェクトでは，金属材料に基づく新機

能材料開発を進める東北大学金属材料研究所と無機材料に基

づく新機能材料開発を進める東京工業大学応用セラミックス

研究所が接合・界面技術に特化した大阪大学接合科学研究所

と連携して新たな材料開発を進めるとともに，環境・エネル

ギーに特化した名古屋大学エコトピア科学研究所，広範囲な

エレクトロニクス材料の加工・デバイス化を得意とする早稲

田大学ナノ理工学研究機構，さらに我が国を代表する生体医

療材料研究機関である東京医科歯科大学生体材料工学研究所

による新たな応用研究，用途開発が図られている．さらに，

6 大学 6 研究所・機構の有機的な連携研究により，新しい機

能性材料の創製とその応用展開を行い，6 つの異なる学問分

野の融合による学際横断的新材料分野および新学問体系の構

築と，「環境・エネルギー材料」，「エレクトロニクス材料」，

「生体・医療材料」分野での実用化に不可欠な新技術開発の

迅速化と格段の進展を図っている．また，本プロジェクトは

文部科学省の特別経費事業としては初めての試みとして，国

立大学と私立大学が共同のプロジェクトを組んでおり，早稲

田大学ナノ理工学研究機構内に主幹校東北大学の金属材料研

究所東京分室を設置している．このような国立と私立の垣根

を越えた連携は組織編成上も特筆に値するものである．

本 6 大学連携プロジェクトで設定している 3 つの材料開

発分野は，我々国民の生活に直結する非常に重要なものであ

る．超高齢化社会を迎える日本にとって，「生体・医療材料」

への関心はますます高くなっている．さらに健全かつ持続可

能な社会を築き，先年の未曾有の大地震時に経験したインフ

ラの機能不全からの脱却が期待できる「環境・エネルギー材

料」，近年の通信技術の発達による情報時代をより快適かつ

洗練されたものにする「エレクトロニクス材料」では，いず

れの研究課題も早期の達成が期待されている．この問題解決

に向けて，プロジェクト内での共同研究，試料の相互提供な

どを行い，研究者の交流を進めるため，年 2 回の連携成果

報告会(国際会議 AMDI および公開討論会)，年数回の各分

野会議，講習会を開催し，連携の醸成を図ってきた．発足か

ら丁度一年を経過した2011年 3 月に東日本大震災が起こ

り，主幹校である東北大学は甚大な被害を受け，一時的に研

究活動に停滞が見られたものの，関係者の努力により急速に

回復し，連携 2～3 年目からは学術論文の共同執筆や知的財

産の確保などの連携成果が順調に出始めた．

本 6 大学連携プロジェクトでは，設置目的も研究土壌も

異なる各研究所が高機能材料の開発という目標に向かって共
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同で事業を進めてきた．前身の 3 大学連携プロジェクト，

そして現在遂行している 6 大学連携プロジェクトを合わせ

ると通算期間は11年に上る．十年一昔と言われる通り，連

携プロジェクト発足当時とは社会情勢も，技術動向も大きく

様変わりしている．我々はその時々で研究課題を見直し，常

にその分野でのトップランナーを目指してきた．2015年度

には最終年度を迎え，特に出口が見え始めているものを中心

に研究テーマの選択と集中を行い，一般社会に向けて成果を

広く発信していくことも我々の重要な責務である．そこで，

本特集では，6 大学連携プロジェクトの主要 3 分野である

「環境・エネルギー材料開発分野」，「エレクトロニクス材料

開発分野」，「生体・医療材料開発分野」について，各分野リ

ーダーが著者となり，最近得られてきた連携研究成果につい

て概説する．さらに最近の活動報告として国際会議 AMDI

5 のイベント報告を行う．

本特集により，6 大学連携プロジェクトの研究活動をご理

解いただき，皆様方のご支援，ご協力を賜りますようお願い

申し上げます．

(早稲田大学ナノ理工学研究機構は，2015年 4 月よりナノ・

ライフ創新研究機構に移行しましたが，本稿では，原稿の受

理日の年度にあわせ，ナノ理工学研究機構に表記を統一しま

す．）
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